
定
例
議
会
最
終
日
、
議
長
・
副
議

長
か
ら
辞
表
が
出
さ
れ
、
投
票
に
よ

る
選
挙
で
新
し
い
議
長
と
副
議
長

が
決
ま
り
ま
し
た
。

議
長

当

大
貫
孝
夫

三
七
票
（
大
宮
）

河
野
洪
勲

三
一
票
（
美
和
）

堀
江
仙
三

四
票
（
美
和
）

五
位
渕
粤

一
票
（
緒
川
）

副
議
長

当

五
位
渕
粤

四
九
票
（
緒
川
）

成
井
文
夫

一
七
票
（
美
和
）

金
子

卓

四
票
（
大
宮
）

小
室

彬

二
票
（
美
和
）

木
村
久
美
子

二
票
（
山
方
）

常
任
委
員
会
は
任
期
満
了
に
よ
っ

て
改
選
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党

の
四
人
の
市
議
団
の
常
任
委
員
会
の

所
属
は
以
前
と
同
じ
で
す
。

ＮＯ.９９
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日本共産党・金子卓議員

合
併
の
重
点
事
業
の
ひ
と
つ
に「
市

内
循
環
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
が

あ
り
、
市
は
八
月
末
に
検
討
委
員
会

を
設
置
し
ま
し
た
。
検
討
委
員
会
は

先
月
、
福
島
県
三
春
町
の
循
環
バ
ス

と
岩
手
県
前
沢
町
の
デ
マ
ン
ド
交
通

シ
ス
テ
ム
を
視
察
、
ど
の
よ
う
な
方
法

に
す
る
か
具
体
的
な
検
討
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

先
の
議
会
で
堀
江
仙
三
議
員
は
日

本
共
産
党
市
議
団
を
代
表
し
て
、
市

民
が
希
望
す
る
場
所
か
ら
場
所
ま

で
ド
ア
to
ド
ア
の
移
動
を
低
額
で
提

供
す
る
新
し
い
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
が

山
間
部
に
は
最
適
で
な
い
か
と
総
務

常
任
委
員
会
の
視
察
を
ふ
ま
え
て
提

案
し
ま
し
た
。

こ
の
新
し
い
公
共
交
通
は
、
電
話
予

約
に
よ
り
自
宅
や
指
定
場
所
か
ら

目
的
地
ま
で
、ワ
ゴ
ン
車
等
を
使
っ
た

乗
合
タ
ク
シ
ー
方
式
に
よ
る
送
迎
サ
ー

ビ
ス
で
、
タ
ク
シ
ー
の
便
利
さ
を
バ
ス

並
み
の
低
料
金
（
一
〇
〇
～
三
〇
〇

円
）で
提
供
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
福
島
県
小
高
町

で
平
成
十
四
年
一
月
に
導
入
さ
れ

た
の
が
初
め
で
、
現
在
全
国
で
十
八

市
町
村
で
導
入
し
て
い
ま
す
。
自
治

体
が
商
工
会
や
社
会
福
祉
協
議
会

に
委
託
し
、地
域
商
店
街
の
活
性
化
、

高
齢
社
会
に
お
け
る
生
活
交
通
の
確

内
外
で
導
入
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
・
金
子
議
員
は
第
三

回
定
例
議
会
の
一
般
質
問
で
、「
市

内
循
環
交
通
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
う

え
で
、
ひ
と
つ
は
山
間
部
の
方
々
が

利
用
し
や
す
い
交
通
シ
ス
テ
ム
に
す

る
こ
と
。ふ
た
つ
目
と
し
て
駅
前
の
通

学
・
通
勤
時
の
交
通
混
雑
、
定
期
の

利
用
者
が
常
陸
大
宮
駅
で
一
日
平

均
八
五
〇
人
、
山
方
宿
駅
で
一
三
〇

人
い
る
こ
と
示
し
、
水
郡
線
の
存
続
・

利
用
促
進
の
た
め
に
も
、
こ
の
方
々

が
利
用
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
高
齢
者
や
子
ど

も
な
ど
交
通
移
動
不
便
者
の
日
常

生
活
交
通
の
確
保
・
充
実
策
と
し
て

欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
考

え
ま
す
」と
指
摘
し
ま
し
た
。

第
三
回
定
例
議
会
（
九
月
議
会
）

は
、
九
月
五
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
、
平
成
十
六
年
度
一
般
会

計
ほ
か
特
別
会
計
等
の
決
算
の
採

決
が
お
こ
な
わ
れ
、
日
本
共
産
党
市

議
団
は
、
一
般
会
計
、
税
率
を
値
上

げ
し
た
国
保
会
計
、
低
所
得
者
の
保

険
料
・
利
用
料
の
市
独
自
の
減
免
措

置
の
な
い
介
護
保
険
会
計
、
高
い
利

用
料
の
農
集
会
計
、
高
い
料
金
の
上

水
道
会
計
に
反
対
し
ま
し
た
。

度
の
拡
充
を
求
め
る
陳
情
が
議
会
で

採
択
さ
れ
た
こ
と
を
反
映
し
て
一
部

軽
減
措
置
を
と
っ
た
が
不
十
分
で
あ

る
こ
と
」「
御
前
山
地
域
の
高
齢
者
の

医
療
費
無
料
制
度
が
今
年
度
で
廃

止
さ
れ
る
こ
と
」で
反
対
し
ま
し
た
。

12
月
６
日
か
ら

第
４
回
定
例
議
会

第
四
回
定
例
議
会
は
十
二
月

六
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
開
か
れ
、

一
般
質
問
は
十
三
・
十
四
・
十
六

日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
傍
聴
を
お
願
い
し
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
と
は

一
般
会
計
ほ
か
の

決
算
に
反
対

日
本
共
産
党
市
議
団

利用したい時に電話で予約します。 オペレーターが受け付けします。

複数の予約を束ねて、送迎する車を
決めます。

皆さんの迎えに行く場所と送る場所で
ルート決めをし、送迎順番を決めます。

皆さんを順番に迎えにいきます。 皆さんを順番に送っていきます。

①

③

⑤ ⑥

②

④

今日の１０時の便で自宅から

○○商店まで予約します。

○○のおばあちゃんですね。本

日１０時の便予約受け付けまし

た。自宅で待っていてください。

保
を
図
っ
て
い
ま
す
。

茨
城
県
内
で
も
東
海
村
が
十
二
月

が
ら
試
行
運
転
し
ま
す
。（
運
行
主

体
は
社
会
福
祉
協
議
会
、
利
用
料

金
は
一
回
利
用
ご
と
二
〇
〇
円
）

十
一
月
七
日
に
、
郡
山
市
で「
デ
マ

ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
は
地
域
を
ど
う

変
え
た
か
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム（
福
島
県
商
工
会
連
合
会
主
催
）

が
お
こ
な
わ
れ
、
行
政
や
商
工
会
の

方
な
ど
全
国
か
ら
二
〇
〇
名
を
こ

え
る
方
が
参
加
し
ま
し
た
。
金
子
議

員
も
参
加
、
常
陸
大
宮
市
か
ら
も
職

員
が
二
名
参
加
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
十
一
月

十
一
日
、
同

方
式
で
今
年

七
月
か
ら
実

施
し
た
栃
木

県
芳
賀
町
を

視
察
、
議
会

■
図
は
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
の
利
用
方
法
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
資
料
よ
り
）

交
通
シ
ス
テ
ム
の
条
件
を
指
摘

議
長
・
副
議
長
選
の
結
果

常
任
委
員
会
委
員
も
改
選

県
の
医
療
福
祉
費
支
給
制
度
（
マ

ル
福
）
が
改
定
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
市

の
医
療
福
祉
費
支
給
条
例
も
改
定

さ
れ
、
十
一
月
一
日
よ
り
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

小
学
校
入
学
前
の
乳
幼
児
・
妊
産

婦
等
の
外
来
医
療
費
の
自
己
負
担

一
日
六
〇
〇
円
（
月
二
回
限
度
）
は
、

六
月
議
会
で
の
「
陳
情
採
択
」
を
反

映
し
て
市
独
自
で
肩
代
わ
り
（
後
日

償
還
）
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。し

か
し
、
今
ま
で
無
料
で
あ
っ
た
入
院

費
一
日
三
〇
〇
円
（
月
三
〇
〇
〇

円
限
度
）
と
食
事
費（
標
準
負
担
額

が
一
日
七
八
〇
円
）の
自
己
負
担
が

新
た
に
導
入
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
今
回
の

改
定
に
対
し
て
、「
医
療
福
祉
費
全

体
に
自
己
負
担
を
強
め
る
も
の
で
あ

る
こ
と
」「
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制

マ
ル
福
制
度
が
改
定



に
“
メ
デ
ィ
ア
漬
け
”の
生
活
が
危
機

的
と
も
言
え
る
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
小
学
生
四
・
五
・
六
年

生
一
〇
〇
〇
人
、
中
学
生
一
〇
〇

〇
人
を
対
象
に
し
て
お
こ
な
わ
れ
、

平
日
四
時
間
以
上
メ
デ
ィ
ア
接
触
を

し
て
い
る
子
ど
も
の
割
合
が
、
小
学

生
で
四
九
・
三
％
、
中
学
生
で
五
四
・

四
％
と
ほ
ぼ
半
数
で
、
平
日
六
時
間

以
上
接
触
し
て
い
る
子
ど
も
が
、
小

学
生
で
二
六
％
、
中
学
生
で
二
四
・

二
％
と
い
ず
れ
も
四
分
の
一
を
占
め

て
い
ま
す
。こ
う
し
た
極
端
な
“
メ
デ
ィ

ア
中
毒
”の
生
活
に
陥
っ
て
子
ど
も
た

ち
は
、
可
処
分
時
間
の
す
べ
て
を
メ
デ
ィ

ア
接
触
に
費
や
す
だ
け
で
な
く
、
睡

眠
時
間
も
削
っ
て
、テ
レ
ビ
、テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
、
ケ
ー
タ
イ
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど

と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
平
日
、
一
日

圧
一
三
〇
以
上
、
血
糖
値
一
一
〇

以
上
、
悪
玉
コ
レ
ス
ト
ー
ル
一
五
〇

以
上
・
善
玉
コ
レ
ス
ト
ー
ル
四
〇
未

満
の
う
ち
二
つ
以
上
が
該
当
す
れ
ば

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
診

断
さ
れ
ま
す
。

金
子
議
員
の
質
問
に
保
健
福
祉
部

長
は
「
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

循
環
器
病
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活

習
慣
病
対
策
と
し
て
、こ
れ
ら
の
方
々

を
把
握
し
、
保
健
指
導
し
て
、
生
活

改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
、
悪
化
さ
せ

な
い
こ
と
は
住

民
の
健
康
づ

く
り
を
考
え
る

と
き
大
事
な

こ
と
で
す
。

２００５年１１月 民 主 大 宮 ＮＯ．９９

今
議
会
の
一
般
質
問
は
三
日
間
お

こ
な
わ
れ
十
五
人
が
質
問
。
傍
聴
者

は
合
計
五
十
五
人
で
し
た
。

日
本
共
産
党
・
金
子
議
員
は
、
常

陸
大
宮
市
の
二
十
一
世
紀
の「
健
康

づ
く
り
」の
基
本
的
な
方
向
を
決
め

る「
健
康
常
陸
大
宮
21
」計
画
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

金
子
議
員
は
一
般
質
問
で
毎
回
こ

の
計
画
策
定
の
問
題
を
取
り
あ
げ
て

い
ま
す
。
今
議
会
も
、「
住
民
の
重
い

負
担
と
な
っ
て
い
る
国
民
健
康
保
険

財
政
の
安
定
化
の
た
め
に
は
、
予
防

可
能
な
疾
患
で
あ
る
生
活
習
慣
病

を
確
実
に
予
防
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
、そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
、
住
民

の
生
活
の
質
を
保
障
す
る
こ
と
で
あ

り
、
地
方
自
治
法
第
一
条
の
二
で
い

う『
住
民
の
福
祉
の
増
進
』
そ
の
も
の

で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
」と
前

置
き
し
質
問
し
ま
し
た
。

金
子
議
員
は
、
基
本
健
康
診
査
の

結
果
と
課
題
に
つ
い
て
の
質
問
の
な

か
で
、ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
と
尿
酸

の
検
査
を
全
受
診
者
に
導
入
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ

の
検
査
を
加
え
れ
ば
、
過
去
一
～
二
ヶ

月
の
平
均
血
糖
値
が
わ
か
り
、
現
在

の
空
腹
時
血
糖
値
や
随
時
血
糖
値

検
査
と
合
わ
せ
れ
ば
、
軽
度
の
異
常

者
も
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
な
り
ま
す
。

尿
酸
の
検
査
で
す
が
、
尿
酸
の
異
常

は
痛
風
だ
け
で
な
く
心
臓
や
肝
臓
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
心
筋
梗
塞
や
腎

金
子
議
員
は
一
般
質
問
で
、「
子
ど

も
と
メ
デ
ィ
ア
」の
問
題
を
質
問
、「
ノ
ー

テ
レ
ビ
デ
ー
」
を
提
案
し
ま
し
た
。

昨
年
の
四
月
、
岡
山
市
で
開
か
れ

た
日
本
小
児
科
学
会
で
ア
メ
リ
カ
か

ら
招
か
れ
た
ス
ト
ラ
ス
バ
ー
ガ
ー
博

士
は「
小
児
が
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
に
接

触
す
る
こ
と
の
“
安
全
性
”
と
“
有
効

性
”
は
こ
れ
ま
で
た
だ
の
一
度
も
、
ど

こ
の
国
で
も
証
明
さ
れ
た
こ
と
は
な

い
と
言
い
切
り
ま
し
た
。食
べ
物
を
乳

幼
児
を
含
む
子
ど
も
た
ち
に
与
え
る

時
、“
安
全
性
や
有
効
性
”
が
一
度
も

立
証
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
平
気
で

無
制
限
に
与
え
る
こ
と
な
ど
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、こ
と
電
子
メ
デ
ィ

ア
に
関
し
て
は
、テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
か

六
時
間
も
の
間
、
他
の
人
と
言
葉
も

か
わ
さ
ず
、
一
歩
も
身
体
を
動
か
す

こ
と
な
く
、
本
も
読
ま
ず
、
そ
し
て
も

ち
ろ
ん
勉
強
も
し
な
い
子
ど
も
た
ち

が
小
中
学
生
の
四
分
の
一
に
も
達
し

て
い
る
の
で
す
。
文
科
省
も「
国
際
調

査
の
結
果
か
ら
は
、
わ
が
国
の
子
ど

も
た
ち
は
、
調
査
参
加
国
の
中
で
、
学

校
以
外
の
勉
強
時
間
が
短
く
、テ
レ

ビ
や
ビ
デ
オ
を
見
る
時
間
は
一
番

長
い
と
い
う
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ

た
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

坂
本
教
育
長
は
、「
小
児
科
医
会
の

提
言
は
医
学
的
な
立
場
で
の
報
告
で

あ
り
教
育
者
と
し
て
の
コ
メ
ン
ト
は

差
し
控
え
、
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
教

育
の
あ
り
方
の
み
を
答
弁
し
た
い
」と

し
て
、「
情
報
化
の
光
と
影
の
両
面
を

十
分
に
認
識
し
な
が
ら
、
学
校
教
育

の
な
か
で
、
将
来
を
に
な
う
人
づ
く
り

と
と
い
う
観
点
か
ら
メ
デ
ィ
ア
の
正

し
い
メ
デ
ィ
ア
活
用
に
つ
い
て
指
導
し

て
い
き
た
い
」と
答
え
ま
し
た
。

金
子
議
員
は
、
全
国
各
地
の
小
学

校
・
幼
稚
園
、
保
育
園
で
“ノ
ー
テ
レ

ビ
・
ノ
ー
ゲ
ー
ム
デ
ー
”
な
ど
さ
ま
ざ

ま
工
夫
を
こ
ら
し
た
創
意
あ
ふ
れ
る

活
動
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
、

常
陸
大
宮
市
に
お
い
て
も
、
小
・
中
学

生
の
生
活
実
態
調
査
を
お
こ
な
い
、

市
民
へ
の
啓
発
の
意
味
も
含
め
て
、

学
校
ぐ
る
み
・
地
域
ぐ
る
み
の「
ノ
ー

テ
レ
ビ
デ
ー
」を
お
こ
な
う
よ
う
提
案

し
ま
し
た
。

書
の
採
択
は
、
歴
史
教
科
書
が
〇
・

五
％
以
下
、
公
民
教
科
書
が
〇
・
二

％
以
下
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
。

当
然
、
茨
城
の
七
つ
の
採
択
地
区
と

も
扶
桑
社
の
教
科
書
は
採
択
し
な

か
っ
た
こ
と
を
示
し
、
採
択
結
果
に
つ

い
て
の
市
長
の
見
解
を
質
問
し
ま
し

た
が
、
明
確
な
答
弁
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

不
全
に
結
び
つ
く
危
険
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
も
尿
酸
の
検
査
は
必
要
で
す
。

い
ず
れ
も
現
在
の
検
査
項
目
に
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
先
進
市
町
村
で
は

検
査
項
目
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

金
子
議
員
の
質
問
に
保
健
福
祉
部

長
は
、「
計
画
策
定
の
な
か
で
実
施
の

方
向
で
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
答

え
ま
し
た
。

ま
た
、
循
環
器
病
・
糖
尿
病
・
が
ん

等
の
現
状
と
課
題
、
予
防
対
策
に
つ

い
て
の
質
問
で
、「
健
康
常
陸
大
宮
21
」

計
画
の
な
か
に
、
今
年
四
月
に
診
断

基
準
が
で
き
た
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
も
加
え
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、

内
蔵
脂
肪
に
よ
る
肥
満
を
中
心
に
、

高
血
圧
・
高
脂
血
・
高
血
糖
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
症
状
は
軽
く
て
も
複
数
か
さ

な
る
と
動
脈
硬
化
症
に
な
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
わ
が
国
で
は
一
〇
〇
〇

万
人
の
患
者
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
＊
動
脈
硬
化
症
は
日
本
の
三
大
死

因
の
が
ん
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
の
う
ち

心
臓
病
と
脳
卒
中
の
二
つ
を
引
き
お

こ
す
病
気
】

今
年
四
月
に
発
表
さ
れ
た
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
診
断
基
準

は
、
内
蔵
脂
肪
の
基
準
と
し
て
腹
囲

が
男
性
で
八
五
セ
ン
チ
メ
以
上
、
女

性
で
九
〇
セ
ン
チ
以
上
の
人
で
、
血

「
ノ
ー
テ
レ
ビ
デ
ー
」
を
提
案

健
康
づ
く
り
「
健
康
常
陸
大
宮
21
」
計
画

に
つ
い
て
質
問

住
民
健
診
の
充
実
を
要
求

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
健
診
・
保
健
指
導
へ
の
導
入

金
子
議
員
は
憲
法
改
定
問
題
で
、

戦
力
不
保
持
・
交
戦
権
否
認
を
定

め
た
九
条
二
項
を
完
全
に
削
除
し
、

「
自
衛
軍
を
保
持
す
る
」
と
明
記
し

て
日
本
を「
海
外
で
戦
争
す
る
国
」に

逆
戻
り
さ
せ
よ
う
と
す
る
自
民
党
の

「
新
憲
法
第
一
次
案
」に
つ
い
て
の
見

解
を
矢
数
市
長
に
質
問
。
矢
数
市
長

は
、「
特
定
政
党
の
素
案
な
の
で
市
長

と
し
て
の
コ
メ
ン
ト
は
控
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
」と
答
弁
。

ま
た
、
金
子
議
員
は
中
学
校
教
科

書
採
択
問
題
で
、「
新
し
い
歴
史
教

科
書
を
つ
く
る
会
」の
扶
桑
版
教
科

ら
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
、
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯

に
い
た
る
ま
で
、
日
本
の
大
人
た
ち
は

子
ど
も
た
ち
に
ま
さ
に
無
制
限
に
与

え
続
く
て
き
ま
し
た
。

昨
年
二
月
に
は
日
本
小
児
科
医
会

が
『
子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
問
題
に
対

す
る
提
言
』
を
発
表
、
最
初
に
紹
介

し
た
日
本
小
児
科
学
会
も
同
様
の

提
言
を
発
表
し
ま
し
た
。

文
科
省
の
委
託
を
受
け
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
が
実
施
し

た
「
子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
接
触
と
心

身
の
発
達
に
関
わ
る
調
査
・
研
究
」

報
告
書
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
か
ら

だ
や
心
・
感
覚
な
ど
の
発
達
や
成
熟

メ
デ
ィ
ア
漬
け
の
生
活
実
態

申込先
金子卓議員
（５２）２４２２

ほんとうのこ
とを遠慮なく
書いてるね！

子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
の
問
題
を
質
問

憲
法
改
定
、
中
学
校

教
科
書
採
択
問
題

金子議員のＥメールアドレス
kaneko-s@jcp-net.jp

http://www.jcp.or.jp

北部地区委員会のホームページ
http://www.jcp-net.jp/ibahoku/


